
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 合計

1,398,362 1,428,165 1,700,000 1,700,000 6,226,527

1,100,000 1,100,000 1,100,000 1,100,000 4,400,000

うち県交付金 550,000 550,000 550,000 0 1,650,000

4,761,983 4,904,135 4,950,000 4,780,000 19,396,118

813,483 803,135 880,000 880,000 3,376,618

うち県交付金 406,741 401,567 440,000 0 1,248,308

2,723,755 2,741,000 2,741,000 8,205,755

810,000 828,000 828,000 2,466,000

うち県交付金 405,000 414,000 414,000 1,233,000

720,000 720,000 1,440,000

590,000 590,000 1,180,000

うち県交付金 295,000 295,000 590,000

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0 6,160,345 9,056,055 10,111,000 9,941,000 35,268,400

0 1,913,483 2,713,135 3,398,000 3,398,000 11,422,618

うち県交付金 0 956,741 1,356,567 1,699,000 709,000 4,721,308

総事業費

うち市町支出額

栃木県わがまち未来創造事業計画書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

下野市

1 下野市小中学校音楽祭

総事業費

うち市町支出額

3
国分寺地区盆踊り＆花
火大会

総事業費

うち市町支出額

2
下野市天平マラソン大
会

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4
下野市南河内地区一周
駅伝競走大会

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

8

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

10



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

29年度 30年度 31年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①市内各小中学校の児
童・生徒による合唱・合
奏の発表
②市内県立高校の生徒
の合唱・合奏の演奏

①市内各小中学校の児
童・生徒による合唱・合
奏の発表
②市内県立高校の生徒
の合唱・合奏の演奏

①市内各小中学校の児
童・生徒による合唱・合
奏の発表
②市内県立高校の生徒
の合唱・合奏の演奏

①市内各小中学校の児
童・生徒による合唱・合
奏の発表
②市内県立高校の生徒
の合唱・合奏の演奏

1,398,362 1,428,165 1,700,000 4,526,527 1,700,000

1,100,000 1,100,000 1,100,000 3,300,000 1,100,000

うち県交付金 550,000 550,000 550,000 1,650,000

0 0

うち県交付金 0

その他自主財源等 298,362 328,165 600,000 1,226,527 600,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先
syougaigakusyuubunka@city.shimotsuke.lg.jp
0285-32-8610
0285-32-8919
漆原　聡

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

下野市小中学校音楽祭

下野市小中学校音楽祭実行委員会

実行委員長　大塩　宗里

329-0492　下野市笹原26番地（下野市生涯学習文化課内）

・団体の目的：青少年の健全育成
・設立年月日：平成31年6月下旬予定
・構成員等：下野市青少年育成市民会議理事及び市ＰＴＡ、その他

事業内容

生涯学習文化課（生涯学習推進グループ）

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

基本目標④安心なくらしを守り幸せを実感できるまちをつくる
【数値目標】
幸せだと感じている市民の割合：Ｈ26　75％→Ｈ31　78％【市民意識調査（H31実施予定）】
住みやすいと感じる市民の割合：Ｈ26　84％→Ｈ31　87％【市民意識調査（H31実施予定）】
【ＫＰＩ】
小中学校の教育の取組の満足度：Ｈ26　4→Ｈ31　5【市民意識調査（H31実施予定）】
講座・講演会の年間受講者数：Ｈ26　8,242人→Ｈ31　8,600人【Ｈ29実績　9,691人】
公民館の利用者数：Ｈ26　14万7千人→Ｈ31　15万4,200人【Ｈ29実績　11万2,420人】

市町支出金
（ソフト事業分）

事 業 目 的

・音楽を通した市内児童・生徒の心身の健全育成と親睦を図ること。
・家庭、地域、学校が連携して事業を行い、下野市民としての一体感の醸成。

事 業 概 要

【平成31年度】
　開催日：令和元年10月5日（土）
　実施内容：①市内各小中学校の児童・生徒による合唱・合奏の発表
　　　　　　　　②市内県立高校の生徒の合唱・合奏の演奏
・児童・生徒の日々の練習の発表の機会とすることで、音楽に対する目標ややりがいを感じてもらい、意欲向上を図る。
・また、イベントとして徐々に定着しつつある中で、市内県立高校のさらなる積極的な参画を促し、より一層の市内の学校連携
による一体感の醸成を図る。また、市青少年育成市民会議の負担割合を増やし、自主的な開催に向けたステップアップを図っ
ていく。
・市民の社会参加意識やまちづくりに対する意欲を少しでも高めてもらうため、会場において市民主体のイベント等のチラシの
配布やポスターを掲示する。

【令和2年度】
　開催日：平成32年9月
　実施内容：①市内各小中学校の児童・生徒による合唱・合奏の発表
　　　　　　　　②市内県立高校の生徒の合唱・合奏の演奏

事業費

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業調書）
【単独事業】

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

事 業 主 体 の 概 要

事 業 主 体 の 所 在

代 表 者 の 名 称

事 業 主 体 の 名 称

事 業 名

市 町 名 下野市

　下野市は平成18年に南河内町、石橋町、国分寺町が合併してできた市であり、市民が一体となって青少年の健全育成に取
り組むため、「ファミリエ下野市民運動」を推進している。小中学校音楽祭実行委員会の構成組織となる、市青少年育成市民
会議と各学校ＰＴＡにおいては、日頃から市と連携し子どもたちの健全育成に取り組んでいる。
　本事業は平成22年度から始まり、年々参加者と観覧者が増加し、近年では1,000人を超えている。市内小中学校児童生徒
が一堂に会し、音楽を通じて交流することで、関係者はもちろんのこと、多くの市民のさらなる地域への愛着心を育んでいるも
のと考えるが、市民の社会参加意識やまちづくりに対する意欲をどのように高めていくかが課題である。



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

31 年度

１　収入の部

予算額

1,100,000

600,000

1,700,000

２　支出の部

県交付金

111,000 0 0 111,000

・講評者謝礼：20,000
・司会者謝礼：6,000
・ゲスト出演者謝礼：15,000
・参加記念品代：70,000

5,000 0 0 5,000
事務用消耗品

46,200 0 0 46,200
来賓及びスタッフ用
弁当、お茶代

25,000 0 0 25,000
チラシ（5,000枚）
プログラム（2,500枚）

5,000 0 0 5,000
実行委員会開催等郵送料

45,000 0 0 45,000
傷害保険（参加者900名分）

661,000 400,000 200,000 261,000
・ステージ設営費：616,000
・警備料：45,000

801,800 700,000 350,000 101,800

・楽器搬送用トラック借上代
　　　　　　　　　　　85,800
・バス借上代　616,000
・ピアノ借上代　100,000

0

1,700,000 1,100,000 550,000 600,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

計

科目 備考

市支出金 下野市補助金

協賛金 下野市青少年育成市民会議協賛金

計

財源

科目

報償費

委託料

予算額

保険料

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

下野市

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

下野市小中学校音楽祭

市町支出額
自主財源等

使用料及び賃借料

消耗品費

食糧費

印刷製本費

通信運搬費



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

第12回下野市天平マラ
ソン大会の開催
①大会の開催準備
②大会の開催
③下野市のPRの実施

第13回下野市天平マラ
ソン大会の開催
①大会の開催準備
②大会の開催
③下野市のPRの実施

第14回下野市天平マラ
ソン大会の開催
①大会の開催準備
②大会の開催
③下野市のPRの実施

下野市天平マラソン大
会の開催
①大会の開催準備
②大会の開催
③下野市のPRの実施

4,761,983 4,904,135 4,950,000 14,616,118 4,780,000

813,483 803,135 880,000 2,496,618 880,000

うち県交付金 406,741 401,567 440,000 1,248,308

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 3,948,500 4,101,000 4,070,000 12,119,500 3,900,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

【平成31年度】
開催日時：令和2年1月13日（成人の日）　 開催場所：天平の丘公園周辺
①大会の開催準備
　・市体育協会陸上部と大会内容の確認を行い、その後、役員の分配を決定する調整会議、担当役員の役割についての説明
会等を実施する。
　・参加申込書やプログラム等を作成する。
　・ポスターを市内外の施設に掲示し、宣伝PR活動を行う。
　・ネットエントリーサービス（ランネット）や市ホームページを活用し、宣伝を行う。
　・前回大会の参加者より指摘のあった距離表示の方法等について改善を行い、更なる参加者満足度の向上を目指す。
　・コースについて前回大会開催時の運営役員からの情報を精査し、交通危険因子の排除及び大会の安全性向上を図る。
②大会の開催
　・競技種目は6コース（ハーフ・10km・5km・3km・2km・1km親子ペア）による23クラスで実施する。
　・表彰は、各クラスの1位～3位にメダル・賞状・副賞、4位～6位まで賞状・副賞を授与する。
　　また、全ての完走者に、記録証を交付する。
　・参加者に、記念品を配布する。
　・第14回大会にちなみ、各種目14位に「飛び賞」を設ける。
③市PRの実施
　・特産品であるかんぴょうを使った「かんぴょう汁」の無料配布を行う。
　・参加者へ配布するプログラム内での広告掲載、会場内特設ブースを利用した下野市のPRを実施する。
　・プログラムに併せて観光パンフレットを配布し、大会終了後に近隣の店舗等に足を延ばしてもらうことで滞在時間を延ばす
とともに、イベントのチラシを配布することで再来訪を促す。

【令和2年度】
平成31年度の取組を踏まえ、市のＰＲも兼ねた本市を代表するスポーツイベントとなるよう取り組んでいく。

下野市体育協会　会長　野口俊明

〒329-0492　栃木県下野市笹原26　(下野市教育委員会事務局スポーツ振興課内)

・団体の目的：生涯スポーツの普及と振興を図り、市民の体力向上とスポーツマンシップを涵養することに努めるとともに、明
るく豊かで潤いに満ちた市民生活と文化の形成に寄与する。
・設立年月日：平成18年3月26日設立
・構成員等：20種目別競技団体加盟

事業内容

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

基本目標②東京圏からの新しいひとの流れをつくる　　④安心なくらしを守り幸せを実感できるまちをつくる
【数値目標】　観光入込客数：H26　252万人　⇒H31　277万人　【H29実績　236万人】
【KPI】　スポーツ活動の実施率：H26　51.7％ ⇒H31　53.0％　【市民アンケート調査（次回は令和2年実施予定）】

文化・歴史の薫る天平の丘公園周辺をコースとした天平マラソン大会は、年々参加者が増加し市内外から2,000名を超える参
加者がおり、生涯スポーツの推進、選手間の交流及び本市のイメージアップやPRの場となっている。しかし、豊富な歴史的資
源等があるにもかかわらず、単に大会への参加にとどまり、滞在時間や再来訪者が少ない。本大会は、下野市の魅力を発信
する貴重な機会のひとつであるが、現状ではまだまだ情報発信が十分でないことが課題となっている。

事 業 目 的

・明るく健康で潤いに満ちた生活を営むための要素として、生涯スポーツの振興を図る。
・大会を通し、役員や参加者間の交流が生まれ地域を超えた親睦の輪を広げる機会を提供する。
・多くの人々が集うことで地域を活性化し、地域の一体感や郷土愛の醸成を図る。
・本市の歴史、文化、特産品、自然などの資源や魅力の発信の場とし、本市への来訪者の増加を図る。

事 業 概 要

sports@city.shimotsuke.lg.jp
0285-32-8611
0285-32-8920
日向野　拓也
スポーツ振興課(スポーツ振興グループ)

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業調書）
【単独事業】

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

事 業 主 体 の 概 要

事 業 主 体 の 所 在

代 表 者 の 名 称

事 業 主 体 の 名 称

事 業 名

市 町 名 下野市

下野市天平マラソン大会

下野市体育協会

連絡先

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

31 年度

１　収入の部

予算額

880,000

4,070,000

4,950,000

２　支出の部

県交付金

870,000 200,000 100,000 670,000
参加者記念品、メダル代等
ステージイベント謝礼

230,000 50,000 25,000 180,000
事務用消耗品代

380,000 75,000 37,500 305,000
プログラム等印刷代

65,000 5,000 2,500 60,000
郵送料

2,200,000 400,000 200,000 1,800,000
計測、仮設電機、警備委託料

600,000 150,000 75,000 450,000
ランネット等使用料

385,000 0 0 385,000
役員弁当代等

220,000 0 0 220,000
参加者傷害保険

0

0

4,950,000 880,000 440,000 4,070,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

計

保険料

財源

科目

報償費

食糧費

予算額

消耗品

印刷製本費

通信運搬費

委託料

使用料及び賃借料

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

下野市

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

下野市天平マラソン大会

市町支出額
自主財源等

科目 備考

市補助金 下野市補助金

参加料 参加者参加料

計

（参加料内訳）

【ハーフ】　3,000円×650名　1,950,000円
【10㎞】　2,500円×330名　825,000円
【5㎞（高校生以上）】　2,500円×190名　475,000円
【5㎞（中学生）】1,000円×120名　120,000円
【3㎞】　1,000円×250名　250,000円
【2㎞】　1,000円×170名　170,000円
【1㎞】2,000円×140組　280,000円



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

30年度 31年度 2年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

盆踊り＆花火大会の開
催

盆踊り＆花火大会の開
催

盆踊り＆花火大会の開
催

2,723,755 2,741,000 2,741,000 8,205,755

810,000 828,000 828,000 2,466,000

うち県交付金 405,000 414,000 414,000 1,233,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 1,913,755 1,913,000 1,913,000 5,739,755 0

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先
shiminkyoudousuishin@city.shimotsuke.lg.jp
0285-32-8606
0285-32-8887
川俣　貴史

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

国分寺地区盆踊り＆花火大会

国分寺地区コミュニティ盆踊り＆花火大会実行委員会

実行委員長　岡本　鉄男

下野市小金井5-22-1

・団体の目的：大会開催を通じて、市民の力で地域の連帯感を醸成する。
・設立年月日：昭和61年
・構成員等：国分寺中央コミュニティ推進協議会及び同協議会内自治会

事業内容

市民協働推進課（自治振興交流グループ）

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【基本目標】④安心な暮らしを守り幸せを実感できるまちをつくる
【数値目標】
幸せだと感じている市民割合：Ｈ26　75％→Ｈ31　78％【市民意識調査（H31実施予定）】
住みやすいと感じる市民の割合：Ｈ26　84％→Ｈ31　87％【市民意識調査（H31実施予定）】

市町支出金
（ソフト事業分）

事 業 目 的

本大会を住民自ら手つくり開催するとともに、多くの市民の来訪により、地域の連帯感を醸成する。また、地元中学生の参
加により、子どもの郷土愛を醸成する。

事 業 概 要

【平成31年度】
○盆踊り＆花火大会の開催
・開催日：令和元年8月3日（土）
　雨天の場合には安全面を考慮し盆踊りを中止、花火大会のみの開催とする（荒天の場合は花火大会も中止する）。
・盆踊り大会：地元お囃子会の演奏により地元各種団体（地域団体、スポーツ少年団、育成会、中学生等）が演技、審査表
彰する。
・花火大会：30分程度花火を打ち上げる。
※夏休み時期に開催することで家族連れでの参加を呼びかけるとともに、帰省者に対し、盆踊りなど地域に根付くお祭りを
体験してもらうことでUターンの促進を促す。

【令和2年度】
前年度の開催内容を検証のうえ改善を図り、地域団体・地元企業等との連携を強化しながら、継続開催していく。

事業費

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業調書）
【単独事業】

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

事 業 主 体 の 概 要

事 業 主 体 の 所 在

代 表 者 の 名 称

事 業 主 体 の 名 称

事 業 名

市 町 名 下野市

国分寺地区はＪＲ宇都宮線の小金井駅を中心とした住宅地とその周辺の農村地域からなる。集合住宅の増加や核家族化
等生活様式が大きく変化し、かつての地域共同体が失われ地域の連帯感が希薄になりつつある。そのため、地域の連帯感
を高めていく取り組みが求められている。



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

31 年度

１　収入の部

予算額

828,000

340,000

1,500,000

6,911

66,089

2,741,000

２　支出の部

県交付金

251,000 168,000 84,000 83,000
謝金90,000円
参加賞費161,000円

22,000 10,000 5,000 12,000
事業用消耗品

250,000 0 0 250,000
準備及び当日弁当・飲み物
等

40,000 20,000 10,000 20,000
協賛者・招待者通知郵送代

23,000 10,000 5,000 13,000
はっぴクリーニング22,000円
振込手数料 1,000円

4,000 0 0 4,000
損害保険料

2,151,000 620,000 310,000 1,531,000

花火打上1,500,000円、やぐ
ら・審査員席設置216,000
円、電気設備仮設346,000
円、放送設備設置50,000円、
警備39,000円

2,741,000 828,000 414,000 1,913,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

保険料

計

協賛金

雑収入

繰越金

科目

消耗品費

食糧費

通信運搬費

手数料

下野市

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名

単位事業名

対象年度

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

計

備考

国分寺地区コミュニティ盆踊り＆花火大会

市町支出額
自主財源等

財源

備考

市支出金 下野市補助金

負担金 国分寺中央コミュニ推進協議会

科目

報償費

委託料

予算額



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

31年度 令和2年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

第14回下野市南河内
地区一周駅伝競走大
会の開催
①大会の開催準備
②大会の開催
③下野市のPRの実施

第15回下野市南河内
地区一周駅伝競走大
会の開催
①大会の開催準備
②大会の開催
③下野市のPRの実施

下野市南河内地区一
周駅伝競走大会の開
催
①大会の開催準備
②大会の開催
③下野市のPRの実施

720,000 720,000 1,440,000 720,000

590,000 590,000 1,180,000 590,000

うち県交付金 295,000 295,000 590,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 130,000 130,000 130,000 260,000 130,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

【平成31年度】
開催日時：令和元年12月8日（日）　開催場所：南河内地区一周コース
①大会の開催準備
　・市体育協会陸上部と大会内容の確認を行い、その後、役員の分配を決定する調整会議、担当役員の役割についての説
明会等を実施する。
　・参加申込書やプログラム等を作成する。
　・市内の各施設へのチラシ配布や小中学校へポスターを掲示し、市内一般の部、小中学生の部への参加を促す。
　・市ホームページや各SNSを積極的に活用し、市外の方へ広くPRし、オープンの部への参加を促す。
②大会の開催
　・競技は、4部門（市内一般の部、市内中学生の部、市内小学生の部、オープンの部）に分けて実施する。
　・表彰は、部門ごとの1～3位にメダルと賞状を授与する。
　・また、上位者だけでなく、特色のあった5チームに特別賞を設けることで、参加意欲を高める。
　・参加者に、記念品を配布する。
③市PRの実施
　・特産品であるかんぴょうを使ったかんぴょう汁の無料配布を行い、市のPRやかんぴょうの普及促進につなげる。

【令和2年度】
平成31年度の取組を踏まえ、市のＰＲも兼ねたスポーツイベントとして取り組んでいく。

下野市体育協会　会長　野口俊明

〒329-0492　栃木県下野市笹原26　(下野市教育委員会事務局スポーツ振興課内)

・団体の目的：生涯スポーツの普及と振興を図り、市民の体力向上とスポーツマンシップを涵養することに努めるとともに、
明るく豊かで潤いに満ちた市民生活と文化の形成に寄与する。
・設立年月日：平成18年3月26日設立
・構成員等：20種目別競技団体加盟

事業内容

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

基本目標②東京圏からの新しいひとの流れをつくる　　④安心なくらしを守り幸せを実感できるまちをつくる
【数値目標】　観光入込客数：H26　252万人　⇒　H31　277万人　【H29実績　236万人】
【KPI】　スポーツ活動の実施率：H26　51.7％ ⇒ H31　53.0％　【市民アンケート調査（次回は令和2年実施予定）】

この大会は、市外だけでなく県外からの参加チームもあり、スポーツを通して市をＰＲすることができる絶好の機会である。し
かしながら、近年、参加チームは減少傾向にある。そのため、参加者数が減少している原因を探求し、参加者の増加を目指
すことで、人を呼べるコンテンツにすることが必要である。

事 業 目 的

・明るく健康で潤いに満ちた生活を営むための要素としての生涯スポーツの振興。
・大会を通し、役員や参加者間の交流が生まれ地域を超えた親睦の輪を広げる。
・地域の活性化や地域の一体感・郷土愛の醸成。
・特産品や自然などの資源など魅力の発信と本市への来訪者の増加。

事 業 概 要

sports@city.shimotsuke.lg.jp
0285-32-8611
0285-32-8920
日向野　拓也
スポーツ振興課(スポーツ振興グループ)

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業調書）
【単独事業】

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

事 業 主 体 の 概 要

事 業 主 体 の 所 在

代 表 者 の 名 称

事 業 主 体 の 名 称

事 業 名

市 町 名 下野市

下野市南河内地区一周駅伝競走大会

下野市体育協会

連絡先

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

31 年度

１　収入の部

予算額

590,000

130,000

720,000

２　支出の部

県交付金

230,000 230,000 115,000 0

参加者記念品・メダル代等
看護師謝礼、かんぴょう汁調
理謝礼

140,000 140,000 70,000 0
事務用消耗品代

160,000 160,000 80,000 0
警備委託料、
花火打ち上げ料

74,000 60,000 30,000 14,000
ガスボンベ・コンロ借上料、
仮設トイレ借上料

84,000 0 0 84,000
役員弁当代等

32,000 0 0 32,000
参加者傷害保険

720,000 590,000 295,000 130,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

計

保険料

財源

科目

報償費

食糧費

予算額

消耗品

委託料

使用料及び賃借料

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

下野市

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

下野市南河内地区一周駅伝競走大会

市町支出額
自主財源等

科目 備考

市補助金 下野市補助金

参加料 参加者参加料

計

（参加料内訳）

【市内一般の部】7,000円×5チーム　35,000円
【市内中学生の部】4,000円×5チーム　20,000円
【市内小学生の部】4,000円×10チーム　40,000円
【オープンの部】7,000円×5チーム　35,000円


